
第乱1章　まとめ

今回の調査は、弥生時代中期後葉から室町時代にわたる多岐の遺構、遣物との格闘であった。平成12年4月か

ら開始された調査は、当初予定されていた内容を大幅に上回ることが調査段階で確認されたため12月末で一旦終

了し、平成13年度にまたがって行われた。とくに13年度は当初より現場における工期が短く、4月1日より作

業を開始し5月25日に終了するまで、実に稼働日は44日を数えた。

この中でもっとも留意したことは、これら多岐にわたるものをいかに整理し、この地における歴史的展開を復

元するかであった。そのため土層の認識を徹底するため調査地内に多くのトレンチを入れ、堆積状況、遺構面お

よびその所属時期についての確認に時間を費やした。こうして得た成果を以下にまとめてみる。

まず8，300I産と限られた範囲の調査ではあったが、この土地がどのように利用されてきたかがわかる。すなわち

弥生時代中。後期において集落域であった尾根部は、古墳時代前～中期には古墳群が形成される。そして奈良時

代後期～平安時代にかけ集落ないし土器製作の場などであったところが、室町時代には再び墓地と化す。こうし

た変遷はその時代における土地利用の意識をそのまま表している可能性があり、大変興味深い変化といえよう。

各時期においてもまとまった良好な資料が得られた。弥生時代では中期と後期にそれぞれ1棟ずつ、焼失住居

跡と考えられる竪穴住居跡があった。その焼土の堆積状況の差などから、上屋構造の復元などに良好な資料が提

供できたと考える。さらに集落構造の面では、斜面地に段々畑のように住居跡とテラスが交互に配されるあり方

と、北側平地部に展開する古市カバラケ田遺跡、古市流田遺跡において検出された同時期の掘立柱建物跡群との

関連についても今後検討すべき課題である。

古墳時代においては石棺の構造e規模などから、石材供給地に近いという背景も浮かび上がってきた。こうし

た視点から今後古墳群を捉えていく必要があろう。また須恵器と土師器がセットになった良好な一括資料もある。

高塀を主体とするセット関係など、編年資料としてだけでなく、そのあり方は注目される。

奈良時代後期～平安時代初頭は陰田遺跡群が終焉する時期であり、本調査地において9世紀後半以降も土師器

を製作するなど活動の痕跡をとどめることは、この地域のセトルメントを考えていく上でよい材料であろう。今

回土師器などの胎土分析を行ったが、今後も周辺を中心に当該期の土器胎土分析を行い、その供給範囲を確認し

ていきたいと考えている。

この平安時代の土器群は、今回調査で注目されるもののひとつである。山陰地方において当該期の資料は不明

確であったが、土師器皿e杯・蛮・黒色土器、さらに須恵器とセット関係をもってその変遷を一地点で確認でき

たことは大きな成果といえよう。今後他地域との比較も含め、詳細な検討が必要な資料と考える。

鎌倉時代には遺構は少なかったが、1ヶ所から土器がまとまって出土した。瓦質捨鉢とのセット関係も判明し、

さらに杯は青木遺跡HSX69例（須恵器餐＜格子目タタキをもつ＞内に土師器皿。杯）と同じと考えられる。

室町時代の集石および土壌が尾根を隔てて存在するあり方は、やや特殊であろう。今後資料の増加を待って検

討していかなければならない。また今回五輪塔から、ある程度時期判定が可能であることを指摘した。今まで軽

視されがちであった資料だけに、新たな視点を提示できたと考える。古墳時代の石棺同様、石材からのアプロー

チも必要であることはいうを待たない。

以上、各時代を通じて今後検討が必要なさまざまな資料を提示してきた。とても調査担当者だけでは岨噂しき

れない内容をもつだけに、ここに至り大いに不安が残る。こうした調査者に対し、県の内外を問わず多くの方々

がご協力、ご支援くださった。地域の方々にも折に触れお世話になった。この2年間は遺跡名が示すとおりまさ

に“山あり谷あり”で、その中には鳥取県西部地震などの災害なども含む。こうした多くの問題を乗り越えるに

あたり、これら援助が大変ありがたかった。末筆ながら記して感謝の意を表したい。

（中森e演e浜田e下江e大川e川下）
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図版1



1．土坑6遺物出土状況

（東から）

2．竪穴住居跡1完掘状況

（北西から）

3．テラス1完掘状況

（西から）



図版3

1．竪穴住居跡1土器（1）出土状況（西から）

3．XI層下層およびXV層出土遺物

2．竪穴住居跡1出土遺物

4．テラス1出土遺物



図版4

土坑6、テラス1出土遺物





図版6

1．遺構内出土石製晶

2．竪穴住居跡6出土遺物

3．竪穴住居跡4出土土玉

4．竪穴住居跡4出土遺物







1．竪穴住居跡2およびXI層出土鉄製品 2．竪穴住居跡2出土遺物

3．竪穴住居跡2・3出土遺物





1．

竪穴住居跡7焼土検出状況

（北から）

2．

竪穴住居跡7完掘状況

（西から）
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3．竪穴住居跡7完掘状況（南西から）





5．竪穴住居跡7出土遺物
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1．竪穴住居跡7出土遺物

2．竪穴住居跡7出土炭化種子（原寸大）



3．

土器（72・73）出土状況

（東から）

4．

土器（69）出土状況

（西から）



図版17

竪穴住居跡7出土遺物





1．テラス4完掘状況

（南西から）

2．焼土塊集中城検出状況

（東から）

3．土坑8完掘状況

（南西から）



図版20

1．テラス3出土遺物

2．テラス5出土遺物 3．テラス7出土焼土塊

4．テラス4・5・7、土坑8出土遺物



図版21

XI層およびその他の層出土遺物



1．竪穴住居跡8完掘状況

（西から）

3．竪穴住居跡9完掘状況

（北東から）





図版24

1．竪穴住居跡8出土遺物

2．竪穴住居跡10出土不明土製晶
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4．竪穴住居跡8・9出土遺物



図版25

竪穴住居跡10、テラス8出土遺物



図版26

1．遺構外出土石器・石製晶

S54　　　　S55

2．遺構外出土突帯文土器

S66　　　　　S67

3．遺構外出土石器・石製晶

S68　　　　S69



図版27

2．XI層出土石包丁

3．遺構外出土石製品



1．14号墳周溝検出状況

（南東から）

2．14号墳周溝完掘状況

（東から）

3．竪穴住居跡9完掘状況

（南東から）





2．16号噴出土遺物





1．17号墳検出状況

（東から）

2．18号墳検出状況

（東から）

4．18号墳周溝内出土遺物



4．21号墳周溝内出土遺物











1．19号墳埋葬施設1遺物出土状況（南西から）

2．埋葬施設1遺物出土状況（北から）

3．埋葬施設1出土遺物
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図版39







2．埋葬施設2出土遺物







5．23号墳埋葬施設1出土遺物



1．テラス17遺物出土状況

（西から）

2．テラス15遺物出土状況

（北から）

3．集石1検出状況

（南から）







図版49

Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ層出土遺物



図版50

Ⅳ層出土遺物

1．テラス15出土土錘

2．遺構内出土石製晶 3．テラス15出土遺物



図版51

1．テラス15出土遺物

2．テラス15ほか出土遺物



図版52

調査地内出土鉄　製鉄製関連遺物



図版53

調査地内出土鉄製品





鉄製品×線写真（2）



鉄製品X線写真（3）



鉄製品X線写真（4）



図版58





3．テラス18出土遺物

樗工竿
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4．テラス19出土遺物



1．土坑14遺物出土状況

（西から）

2．土坑14出土遺物

4．土坑14出土被熟粘土塊（炉壁？）









土器溜土器出土状況



図版66

1．土器溜出土遺物1（内黒土師器皿、杯） 2．土器溜出土遺物2（高台不良品）

3．土器溜出土遺物3（土師器高台付杯）



図版67

1．土器溜出土遺物4（土師器杯）

2．土器溜出土遺物5（土師器杯底面）



図版68

土器溜出土遺物6（焼成粘土塊）



図版69

1．土坑14出土焼成粘土塊 2．テラス18・19およびその他の層出土焼成粘土塊

3　土器溜出土遺物7（焼成粘土塊）



図版70

1．土器溜出土遺物8（土師器寮内外面調整痕）

2．土器溜出土遺物9（土師器奮）



図版71

1．土器溜出土遺物10（須恵器審）
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1．油状遺構完掘状況

（西から）

2．土坑15完掘状況

（西から）

3．溝11～13完掘状況

（東から）



2．土坑15出土遺物1



図版75

1．土坑15出土遺物2（土師器内黒蜜）

3　土坑15出土遺物4（土師器高台付杯）

2．土坑15出土遺物3（土師器内黒杯）

4　土坑15出土遺物5（土師器杯）



図版76

油状遺構（む層出土遺物



図版77

1．池状遺構（む層出土遺物
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2．油状遺構および溝出土遺物

3．池状遺構⑥層出土遺物



図版78

1．平安時代遺構および包含層出土石製晶



3．テラス24出土遺物



2．土坑16出土遺物1（土師器杯底面）



1．土坑16出土遺物2（灯明皿）

3．

土坑16遺物出土状況

（東から）

4．

土坑16完掘状況（西から）







図版84

1．集石出土空風輪

3．出土貿易陶磁器、国産陶器

2．集石出土火輪

4．土壌2出土火輪

5．遺構外出土小型火輪



1．土塀2遺物出土状況

（東から）





図版87

1．油状遺構出土円筒埴輪 2．遺構外出砥石および管玉



出土木材顕微鏡写真1



出土木材顕微鏡写真2



出土木材顕微鏡写真3



出土木材顕微鏡写真4



右上段：上部炭化材検出状況

右下段：下部炭化材検出状況

（数字は資料番号と対応）

出土木材顕微鏡写真5



実体顕微鏡による砂粒観察写真（12倍）1



実体顕微鏡による砂粒観察写真（12倍）2



古市宮ノ谷山遺跡の花粉・胞子

9　シダ植物三条溝胞子　　10　シダ植物三条溝胞子

10！〟n

花粉・胞子顕微鏡写真
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古市宮 ノ谷山遺跡 集　　 落 弥生時代中期 竪穴住居跡 1 、土坑

6 、テラス 1

土器、石器、分銅

型土製品

焼失住居 1 棟

集　　 落 弥生時代後期 竪穴住居跡 9 、土坑

2 、テラス6 、焼土

集中域

土器、石器、鉄製

品、被熱粘土塊、

炭化種実、水晶片

焼失住居 1 棟

古墳群 古墳時代前～中期 古墳 10

埋葬施設 12

土師器、須恵器、

鉄製品、石 ◎ガラ

ス製玉、円筒埴輪

土器 ◎石枕

二棺同時埋葬

集　　 落 奈良～平安時代初頭 テラス9 、溝 5 、集

石 1

土師器、須恵器、

鉄製品、鉄関連遺

物、土 ◎石製晶

集　　 落 平安時代 テラス6 、土坑 5 、

溝 6 、土器溜 1 、池

状遺構 1

土師器、須恵器、

焼成粘土塊、被熱

粘土塊、鉄 ◎石製

ロロロ

土師器焼成土

坑と土器廃棄

場跡か

集　　 落 鎌倉時代 テラス 1 、土坑 1 土師器、瓦質土器、

鉄製品

土師器杯一括

土坑

墓 中世後期 集石 8 、土坑 5 、土

壌 5 、テラス 5 、溝

1

土師器、陶磁器、

五輪塔、火葬人骨、

石 ◎鉄製品

火葬骨を伴 う

集石、古墳墳

丘を利用

その他 時期不明 土坑 15、溝 1
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